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【研究目的】

 日本における企業の芸術文化支援の実態, 企業

の特徴・課題を明らかにする。

【研究方法】

 (株)東急文化村係長1991. 8. 14(水), 三洋電機

(株)部長・課長1991. 10. 17(木), (株)ワコールアー

トセンターチーフ1991. 11. 29(金)。 以上3企 業

より1時 間のインタビュー形式で行った。

【調査内容】

(1)芸術文化支援を始めた動機 ・企業理念(2)劇場を

作った動機(3)作品の選択基準(4)企画運営内容(5)企

画内容の対象者(6)採算(7)人材育成(8)企業の芸術文

化支援の限界(9)限界から公的機関 ・国家に望むも

のは

【本研究の限界】

 各企業の実態は歴史も浅 く活動内容経済的デー
タは未公開であった。公的機関は扱わない。

【まとめ】

 各企業の特徴は(株)東急文化村一地域再開発タイ

プ。(株)三洋電機一販売促進 タイプ。(株)ワコール

アー トセンター-文 化推進タイプ。3企 業の中で

も三洋電機は宣伝広告として捉えているため採算

は考えず宣伝広告費としている。また人材育成も

自社の社員(電 気メーカーとして新卒社採用)の

中から社風を知 り適材適所で担当者を決めている。

専属の社員を雇 うほど企業には余裕が無いとした

これが企業の現状である。東急文化村は舞台上演

の専門教育はいらず, 経験者が必要とした。公的

機関に対 しては観客が舞台を育て施設を育てると

いうことから芸術教育に親 しむ機会を教育面で投

資すべきだとした。 ワコールアートセンターは前

衛的な作品を企画内容としてポイントとしている
ダソス公演は採算が採れないとした。従 って公的

機関には資金援助を望んだ。さらに日本人が芸術

を楽 しむのが下手なのは完全に教育のせいで, 

アー トの楽 しみ方を教えない。次に芸術をビジネ

スと考える-こ のような視点でも大学やビジネス

スクールに有るべきである。企業とアーティス ト

の間に入 る公的な機関が必要 である とした 。

(アー トを育てるが内容には口を出さないこと。)

【調査結果】
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